
◆製品化特徴
・ 従来TOMIXレールと接続互換あり
・ レール同士は爪でパチンと結合
・ レールの規格はカーブ半径541mm、角度7.5度
・ レール中央にD.C.フィーダーもしくはワンタッチ装着センサーを取付可
・ ワイドレール・スラブレール用フィーダーを下面に取付により給電

（スラブレール用フィーダーも取付可）
・ ワイドレール・スラブレール用センサーをユーザー加工により取付可能

（スラブレール用センサーは取付不可）
・ 各種架線柱取付に対応
・ 枕木はPC枕木タイプ 【文責：トミーテック】

◆ここがポイント

セット数 4 個

予価

ⒸTOMYTEC ※製品は、実車の型式・仕様とは異なる場合もありますのでご了承をお願いいたします。　※イラスト・写真などは製品と一部異なる場合があります。
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品番 1199 品名 カーブＰＣレールＣ５４１－７．５－ＰＣ（Ｆ）（４本セット）

原産地 中国 パッケージサイズ パッケージ形態 紙箱30×113×21mm（ヘッダー部含む）

¥1,760 (税込)発売月

カーブＰＣレール
Ｃ５４１－７．５－ＰＣ（Ｆ）

POINT:2 C541-7.5-PCのS字カーブで複線間隔37mmを島式ホーム複線間隔55.5mmに短い距離（約141.2mm）で両側に広げる事ができます

POINT:1 国鉄幹線の駅特有の中線に上下線共通の待避線を持ち、優等列車通過待避や、折り返し、貨物取扱を行うのに便利だった

2面3線駅の構造を実物のように中線の待避線への列車の侵入をポイントのカーブ側になるように再現できます

※画像は開発中のものです実際の製品仕様と異なる場合があります

実物のように中線の待避線にはポイントのカーブ

分岐側から入る

中線（待避線）

<今後可能> C541-7.5-PCを使って2面3線駅レイアウトを組んだパターン例

<従来> C541-7.5-PCを使わずに2面3線駅レイアウトを組んだパターン例
中線（待避線）にポイントの直線分岐側から

入るため実物とは異なってしまう

中線（待避線）

C541-7.5-PCを6本使った2面3線駅のレール配置例図

〇

POINT:3 C541-7.5-PCのS字カーブにより複線直線区間の複線間隔をTOMIX標準の37mm→約27.7mm
とすることができ、実物のスケール複線間隔25mmに近いリアルな複線間隔を楽しめます

※複線カーブ区間は内線と外線の列車同士の接触を避けるため複線間隔37mmのままとします

複線間隔 約27.7mm

複線間隔

37mm

C541-7.5-PCを４本使った島式ホーム直端駅のレール配置例図

C541-7.5-PCを4本使って直線部の複線間隔約27.7mmを実現したレール配置例図

複線間隔

37mm

複線間隔

55.5mm
約141.2mm

実物のようにポイントの

直線分岐側での列車の

駅通過が楽しめます

運転例

※本製品にはＣ５４１ー７.５－ＰＣのレール以外は入っておりません


